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朝比奈隆日本初演 交 響 曲再 演 ヘ

立
ち
上
が
る
広
島
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
作
曲
し
ま
し
た
。
私
が
な

し
得
る
唯

一
の
プ

レ
ゼ

ン
ト
で

す
」
と
、広
島
で
の
演
奏
を
熱
墾
さ

れ
た
。
そ
の
様
子

に
つ
い
て
朝
比

奈
は
「
心
を
打
つ
も
の
が
あ

っ
た
」

と
日
本

へ
の
手
紙
に
講
し
た
。

終
戦
か
ら
１０
年
後
の
５５
年
８
月

‐５
日
、
朝
比
奈
は
関
西
交
響
楽
団

（
現
。大
阪
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ

ニ
ー
交

響
楽
団
）
を
率
い
て
広
島
市
公
会

堂
で
こ
の
交
響
曲
を

取
り
上
げ

た
。
広
島
出
身
の
関
西
財
界
人
の

援
助
で
無
料
公
演
と
な
り
、
昼
夜

２
回
で
計
約
５
０
０
０
人
が
来

場
。
同
月
末
、
京
都
市
で
も
演
奏

さ
れ
た
が
、そ
の
後
、楽
譜
の
存
在

は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

作
品
を
掘
り
起

こ
し
た
の
は
、
原

爆
を
テ
ー
マ
と
す

る
曲
を
調
査
し
て

き
た
市
民
団
体

「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音

楽
」
委
員
会
の
能
登
原
由
美
さ
ん

（襲
）＝
写
真
＝
だ
。
「曲
の
散
逸

を
防
い
で
若
い
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
個
別
の
作
品
を
詳
し
く
調

べ
た
い
と
思
っ
た
」
と
語
る
。

ア
ー
ル
ト
ネ
ン
に
つ
い
て
は
２

０
０
８
年
か
ら
本
格
的
に
調
べ
、

大
阪
市
の
大
阪
フ
ィ
ル
に
総
議
が

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
選
族
を
訪

ね
、
日
本
の
聴
衆
か
ら
ア
ー
ル
ト

ネ
ン
に
「被
爆
当
時
を
思
い
出
し

て
心
の
中
で
泣
も
ま
し
た
」な
ど

と
、感
謝
の
手
紙
が
届
い
て
い
た

こ
と
も
分
か
っ
た
。

能
壼
原
さ
ん
は
「
お
そ
ら
く
ヒ

ロ
シ
マ
を
題
材
に
し
た
最
初
の
交

響
曲
で
、
最
初
の
外
国
人
作
品
。

ア
ー
ル
ト
ネ
ン
は
第
２
数
大
戦
に

従
軍
経
験
が
あ
り
、
心
と
街
の
復

興
を
願
っ
て
曲
を
作
っ
た
の
で
し

ょ
う
」
と
議
す
。

能
壼
原
さ
ん
や
、大
阪
フ
ィ
ル

顧
問
・小
野
寺
昭
爾
さ
ん
〈８０
）ら

の
呼
び
か
け
が
、再
演
へ
の
原
動

力
に
な
っ
た
。広
島
交
響
楽
闘
が

１１
月
１６
日
、広
島
市
の
Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア

ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
で
披

露
。大
阪
フ
ィ
ル
が
１２
月
５
日
に

兵
庫
県
西
富
市
仲
県
立
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
、国
６
日
に
ぶ
麟
難
三

原
市
の
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
・

ポ
ポ
ロ
で
演
賽
す
る
。大
阪
フ
ィ

ル
の
首
席
指
揮
者
、井
止
道
霧
さ

ん
（鑓
）は
「戦
後
１０
年
で
、朝
比
察

さ
ん
は
『何
か
を
し
な
け
れ
ば
』と

い
う
気
持
ち
で
、
｝」の
曲
を
広
島

で
初
識
し
た
。観
客
と
社
会
、自
分

た
ち
の
た
も
に
競
警
ま
も
讐
轟
電

驚
を
鶏
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
・

広
島
の
原
爆
投
下
を
題
材
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
音
楽
家
に
よ

っ
て

作
曲
さ
れ
、
１
９
５
５
年
、指
揮
者
・朝
比
奈
隆
（
１
９
０
８
～
２
０
０

１
年
）が
広
島
市
内
で
国
内
初
演
を
実
現
さ
せ
た
交
響
曲
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
が
今
年
二
、
１２
月
、
国
内
で
６０
年
ぶ
り
に
再
演
さ
れ
る
。

戦
後
７０
年
の
節
目
、
平
和
を
願
う
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
再
ぴ
響
く
。

戦
後
鱚
年

作
曲
者
は
エ
ル

ッ
キ
・
ア
ー
ル
ト

ネ
ン
（１
９
１
０

～
９０
年
）
＝
写
真

＝
。
ビ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
活
動
す

る
傍
ら
作
曲
も
行

っ
た
。
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
は
４９
年
に
完
成
、

ヘ
ル
シ
ン
キ

で
世
界
初
演
。
来
目

し
た
こ
と
は
な
い
が

「
ヒ
ロ
シ
マ

の
悲
劇
が
趨
こ

っ
た
時
、
既
に
私

は
こ
の
交
響
曲
の
作
曲
を
決
心
し

て
い
た
。
全
人
類
が
こ
の
不
幸
を

嘆
き
、
そ
の
慣
り
は
絶
頂
に
達
し

た
」と
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
書
い
た
。

７
部
構
成
で
、
演
奏
時
間
は
約

３０
分
。
暗
い
旋
律
で
始
ま
り
、
「火

の
爆
風
」
と
名
付
け
ら
れ
た
後
半

部
で
は
爆
発
を
連
想
さ
せ
る
大
音

灘
が
鳴
り
響
き
、
犠
牲
者
を
弔
う

葬
送
行
進
曲
風
の
リ
ズ
ム
が
続

く
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
一
転
、
明
る

い
音
色
で
希
望
を
表
現
す
る
。

朝
比
奈
は
５３
年
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に

客
演
。楽
団
員
だ
っ
た
ア
ー
ル
ト

ネ
ン
か
ら
総
譜
を
手
渡
さ
れ
、「平

和
の
祈
り
を
込
め
て
、焦
土
か
ら
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